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岐阜県関市 概要



岐阜県関市 概要

人口：89,538人 世帯：34,962世帯
男性43,774人
女性45,764人 [2017年11月1日現在]

面積：472.33㎡

岐阜県の中央部（中濃地方）に位置し、岐阜市に隣接、名古屋市から約40kmの距離にある。2005年（平成17年）武儀（むぎ）
郡の武芸川（むげがわ）町・洞戸（ほらと）村・板取（いたどり）村・武儀町・上之保（かみのほ）村、６地域の編入合併により、美濃
市を挟むようにV字型の市域になった。なおその合併により現在日本の人口重心地は関市内（旧武儀町域内）に位置している。総面積の
うち、旧関市域は約6割、旧武芸川町域は約3割が可住地だが、その他の地域の可住地面積の割合は1割にも満たない。市名は市内に
あった濃州関所に由来。
合併前の旧関市域は濃尾平野の北端に位置し、岐阜市や各務原市といった周辺市町村との交流も深い。一方で旧板取村は福井県に隣
接し、旧上之保村は飛騨地方と隣接するなど現在の市域はいびつな形状であり、かつ広大なものとなっている。 （Wikipediaより）

姉妹都市・友好都市・提携都市
国内 一宮市（愛知県、2011年（平成23年）災害時相互応援協定締結）

氷見市（富山県、1999年（平成11年）姉妹都市宣言）
海外 黄石市（中華人民共和国、1997年（平成9年）友好都市宣言）

モジ・ダス・クルーゼス市（ブラジル連邦共和国、1969年（昭和44年）姉妹都市宣言）

市の花「きく」
市の木「杉」
市の鳥「かわせみ」
市の魚「あゆ」
市の色「わかくさ色」



岐阜県関市 歴史・文化

刀匠： 刀鍛冶 鋼と炎に宿る刀匠たちの魂
１３世紀に、「刀祖」と呼ばれる元重がこの地で刀鍛冶を始めて以来、刃物のみやこ・関の刀匠たちが生み出す刀は「折れず曲がらず良く切
れる」と謳われて、多くの武将たちに愛されました。刀匠たちは、代々、秘伝の技を踏襲しながら、“破邪顕正”（不正を破り正義を顕かにする
意の仏教用語）を念頭において、一刀一刀を作り出してきました。穢れを寄せ付けない白装束に身を包み、無心の状態で刀と対峙してきた
のです。また、関の刀匠たちは、幕末までの数百年間、能や狂言の優れた演者としても名を馳せていました。
現在でも、関市には７００年の伝統を受け継ぐ刀匠たちが活躍しています。ある刀匠は、刀を作る上で最も大切な要素は、“炎”だと言いま
す。炎は、刀匠にとって、鋼の状態や鞴（ふいご）を吹くタイミングなど、あらゆることを教えてくれる師であり、友であるのです。
そして、その炎の中に、祖先の刀匠たちの精神や技が現れるのを感じるのです。 （関市ブランドサイトより）

（関市ブランドサイトより）

（古式日本刀鍛錬）



鵜匠： 鵜飼 宮廷貴族や為政者たちに 守られた伝統漁法
全長１６０キロメートルに及ぶ日本有数の清流、長良川。関市は、長良川の中流域にあたり、千年以上の昔から伝わる小瀬鵜飼（おぜう
かい）の舞台でもあります。鵜飼は、鵜匠が８～１０羽の鵜を操って鮎を捕らせる伝統的な漁法で、長良川では、毎年５月１１日から１
０月１５日までの夜に行われます。清流の藻しか食べない鮎は、その身にまったく臭みがなく、まるで西瓜のような匂いがすることから、「香魚」
と呼ばれています。また鮎は光や音に非常に敏感な魚で、鵜飼船に乗った鵜匠は、船上のかがり火や、船べりを叩く音を感知して逃げる鮎を
鵜に捕まえさせるのです。
静寂が満ち、わずかにかがり火だけが照らす漆黒の川面。鵜匠の見事な手縄さばきと、「ホウホウ」という声に導かれ、次々と鮎をくわえて舞う鵜
の姿は、幽玄な長良川の夏の風物詩のひとつです。（中略）現代の鵜匠たちも、平安の昔から変わらない黒装束に風折烏帽子と腰蓑をま
とって鵜飼を行います。長良川の鵜飼では、技術や奥義は厳しい一子相伝によって伝えられ、鵜匠たちは、宮内庁の式部職としての身分を
もって、その伝統を将来につなぎます。（関市ブランドサイトより）

岐阜県関市 歴史・文化



刃物のまち 関市

今年で50回を迎えた「刃物まつり」 関市刃物まつりは、刀祖元重の遺徳を偲ぶとともに、刃物のまち・関市を内外に広く宣伝し、
刃物産業の発展を願って毎年10月に開催され、当日メイン会場となる本町通りには、およそ５０店程が品揃え豊富な刃物廉売
市出店や近隣市町村特産品販売などに、多くの観光客が詰め掛け、例年20万人を超える大変な賑わいとなります。
大手企業としまして、貝印グループは、発祥の地が関市（本社は東京都）、フェザー安全剃刀は、現在の本社は大阪市にですが、
発祥の地が関市で、主力工場を2か所置いています。

関市のPR動画「もしものはなし」 ふるさと納税 返礼品が日本刀 井村屋「あずきバー」とのコラボレーションはヤフーTOPに



刃物のまち 関市

伝説の刀「蛍丸」の復活にクラウドファン
ディングで4500万円が集まりました。

横綱稀勢の里 土俵入りの太刀が完成がニュースに。

高校生のアイデアから生まれた「日本刀アイス」

スターウォーズとのコラボレーションもヤフーTOPに
「来人勢刃」と書いてライトセーバー



岐阜県関市合併10周年記念イベント
ご当地キャラ＆グルメまつり

関市 サブカルチャー

関鍛冶伝承館でのイベント

ニコニコ動画超会議の「超刀剣ブース」



海外への情報発信 アメリカ人Youtuber 「Only in Japan」

観光VRアプリ「KUMOAGEHA」： 関市初代藩主の「大嶋雲八」を主人公に、
スマホで遊べるVR観光アプリを開発。ゲームをしながら関市の6地区の魅力を楽し
むことができます。
同タイトルスピンオフ企画のオリジナルストーリーによるステージイベントも制作

観光広告（新聞、雑誌、タイ語）

モニターツアー
エージェント向け、一般向け

関市 観光PR

海外への情報発信 タイ人ブロガー「Japan thai fan club)



関市 自然

名もなき池（モネの池）はSNSで拡散し、
その後多くのメディアに取り上げられました。

群生する株杉は野村證券のCMに。

上之保のゆずは、JAのCMに。
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廃校舎の利活用について 

旧板取中学校校舎 
給食センター（ランチルーム） 

関市企画部企画政策課 
担当：篠田賢人 



関市の概要 

市制施行日：Ｓ２５．１０．１５ 

Ｈ17.2.7：1市2町3村による市町村合併 

総面積：472.33㎢ 人口：89,538人（H29.11.1現在） 

H28観光客数：3,391千人 板取地域人口：1,116人 

交通：長良川鉄道、岐阜バス路線 

東海北陸自動車道（関ＩＣ） 

東海環状自動車道（関広見ＩＣ）（富加関ＩＣ） 

主な行事：刃物まつり、関まつり 

小瀬鵜飼：5月11日～10月15日 

 

 



板取川流域の観光入込客数（年間） 

・通称「モネの池」：241,700人 

・高賀神水庵：131,110人 

・高賀神社：18,440人 

・ラステンほらど物産館：145,685人 

・板取川洞戸観光ヤナ：66,094人 

・板取川温泉：110,003人 

・ＴＡＣランドいたどり（オートキャンプ場）：9,745人 

・板取キャンプ場：6,100人 ・すぎのこキャンプ場：2,400人 

・板取川温泉オートキャンプ場：4,600人 ・コテージ湯屋：3,400人 

・バーベキューハウス四季の森：7,016人 

                                累計：746,293人 



旧板取中学校までの距離 

住所：関市板取２３０５番地 

移動手段：自家用自動車、岐阜バス 

車の場合：東海北陸自動車道美濃ＩＣより５０分 

岐阜バス：ＪＲ岐阜駅から岐阜板取線、ほらど
キウイプラザで板取ふれあいバスに乗換、板取
体育館前で下車。所要時間：１時間５０分 



関市廃校施設の概要（Ｈ28年4月統合により廃校）         

・旧板取中学校の施設（敷地面積約12,000㎡） 

建物敷地3,716㎡ 延床面積2,866㎡ 

校舎：1993年建 ＲＣ造 取得価格455,620千円 

H28期末簿価：225,076千円 

H28固定資産税評価額：167,034千円(課標） 

築24年が経過、耐用年数は60年（４７年） 



・給食センターの概要（旧板取中併設・別棟） 

建物敷地875㎡ 延床面積408㎡ 

鉄骨造・一部ＲＣ造 取得価格54,269千円 

Ｈ２８期末簿価：17,693千円 

Ｈ２８固定資産評価額：19,798千円 

築24年が経過 

給食センターとランチルームが併設した施設 



建築事業者 

設計管理者 基本設計：㈱今竹 

         実施設計監理：㈱玉田建築設計事務所 

工事施工者 本体工事：宇佐美・東建設工事ＪＶ 

                ㈱宇佐美組・㈱東組 

         電気設備工事：長野電気工事㈱ 

         機会設備工事：岡田産業㈱ 



旧板取中学校使用時のランニングコスト 

委託料 

・消防設備保守点検    67,073円 

・非常用電源装置保守   71,280円 

・電気保安管理       55,345円 

・夜間警備         206,808円 

・空調設備点検      374,882円 

・じゅうたん清掃（隔年）  133,553円 

・尿石クリーニング     30,529円 

・浄化槽保守点検     221,400円 

・灯油地下タンク清掃    51,840円 

 

需用費・役務費 

・ガス代           500,773円 

・電気代          1,236,745円 

・水道代           147,520円 

・電話料           234,693円 

・浄化槽水質検査      8,000円 

・建物損害保険       74,847円 

・灯油代           138,937円 

 

 

合  計          3,554,225円 



旧板取中学校の校舎 

・地域や生徒が自慢する 

 外観の校舎 

・宿泊施設等への変更が 

 可能なポテンシャル 

・高原ホテルを思わせる 

 建築（スイス村構想） 



板取地域の持つ魅力 



板取地域のポテンシャル 
・沢遊び、キャンプ、釣り、サイクリング、トレイルラン、山菜捕り 

 の体験メニューがある。 

・株杉の群生林は他にはないと言われている。 

・通称「モネの池」（名もなき池）が人気 

・芝村文治著、「秘境奥美濃の山旅」が関西で有名。板取が関  

 西の登山家から、奥美濃で憧れ的な存在。 

・郡上地域を中心とした、スポーツレクリエーションの宿泊施設 

 になる可能性がある。(スキー場から1時間圏内） 

 



転用の要件 

・補助事業完了後10年を経過、文部科学大臣への手続きによ 

 り転用が可能（起債は全て償還終了） 

・国庫補助金：校舎200,032千円、給食セ68,741千円 

・有償による貸与、譲渡等の場合：国庫納付金相当額を積立 

・無償による貸与、譲渡等の場合：国庫納付は不用 

 （公益事業等の条件に適合する必要あり） 

・処分制限期間（60年）を経過した場合は手続き等が不用 






